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プロジェクト

地球市民の先駆か、

世界の孤児か
各個研究=グ ローバル化時代におけるディアスポラ

　　　　　　 無国籍者とボーダーに関する研究

文 ・写真 陳 天璽

グローバル化 と人の移動

　 現代は移動の時代 といわれている。グローバ

ル化の進展にともない、国境 を越える人の活動

は激 しさを増 している。短期のものでは、ビジ

ネス出張や海外旅行、そ して長期であれば留学

や駐在な ど、国境を越 え海外に行 くこと、また

海外で暮 らすことは人々にとって身近な出来事

になっている。

　現 在、故 郷を離 れ海外 に居住 している 人、

つまり移住者 は1億7500万 人 にのぼると推測

されている。全世界の人口 が63億 人だとされ

る今 日、100人 に3人 が移住 者であるとい う

ことになる。歴史的 に見ても、この数 は過去最

高であ り、移住者の数 とその全人口に占める割

合は増加 の一途をたどっている。

　 このように、国境 を越える人の移動が頻繁化

したことは、経済 や情報のグローバル化 に起因

EU拡 大後、手続きが簡略化されているデンマークの入国審査。

する。グローバル化 にともな う、国境を越える

金やモノ、情報の迅速な流通 、そ して越境者の

増力口は、世界 があたかもボーダー レス化 してい

るよ うな錯覚 をわれわれ に与える。た とえば、

2004年5月 、これまでの欧州連合(EU)に

中東欧など新たに10力 国が力口わり、25力 国体

制の 「大欧州」が誕生 した。かつて冷戦下で東

西 ブロックに分断されていた国々でさえ、新 し

いボーダーでひとつに括 られ、その域 内の移動

は自由になった。域内の隣国 まで通勤する 「越

境サラリーマン」の生活も、国境の意味が薄ま

っていることを印象 づける。ヨーロッパだけで

はない。便利な国籍をいくつも取得 して、 とき

にはオース トラ リア人と して、また ときにはマ

レーシア人、 はたまた福建人 として、自分が有

している複数の国籍、暮 らしてきた土地、そ し

て身につけている言葉 や文化を柔軟 に活用 し、
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世界を舞台 に活躍 している人 たちがいる。彼 ら

か らも、ボーダーレス化 した社会がうかがえる。

その一方、国境を越える移動の結果、国々の法

律のはざまで、無 国籍者 となり、どの国の国民

としての権利 と義務も持たないまま生きている

人もいる。

国籍 ・国境がもつ意味の再考

　 グローバル化により国境が意味を薄めている

かといえば 決 してそうではない。 しかし、人々

の移動の実践によ り、個々人 にとっての国境や

国籍の意味は確実に変化 している。また個人の

アイデンティティが依拠するものも変わってき

ている。 これについては、グローバル化 してい

る現代社会 と、それ以前の近代とを比較するこ

とによって、よ り理解 しやすくなるであろう。

　 近代は、国民国家を形成することを最 も重要

な目的と した時代である。強 い指導者の手 で、

国家を形成 し、メンバーに国籍を与えることに

よ って、排他性 を持つ システムを作 りあげた。

近代の民族主義者 が追い求めていたものは、自

民族が生存する空間や領土であ り、彼 らはそれ

を国 家 と し、メ ンバ ーを組 み入れ るこ とで 、

人々のアイデンティテ ィを領土化 した。

　 これに対 して、グローバル化 時代のアイデン

ティティは、ニ ューヨーク、東京 、上海、パリ

などコスモポ リタン都市のつなが り、利益や信

条、エスニシティ、消費物、生活様式などによ

って形成 される。 しかも越境者の多い現代 は、

かつてのようにアイデンテ ィティ形成にとって

領土が最も重要な要素 であった時代 とは異なっ

ている。また国籍 も、国家のメンバーシップや

アイデンティティの証明であった時代か ら、い

までは越境 するためのツールとしての機能が重

要視されるようになっている。国家が定める国

境や国籍の機能自体に大きな変化はないが グ

ローバル化 にともない、人々のそれ らに対する

スタンスや関わ り方 がよ り主体的、そ して柔軟

にな っているといえよう。

　 私は、こうしたグローバル化社会 において越

境する人々、なかでも華人 ディアスポラと無国

籍 者に興 味を持 っている。彼 らはなぜ移動 し、

そ していかなるアイデンテ ィティをもっている

のか。彼 らにとって、国籍 や国境が持つ意味と

はなにか。また、彼 らのような帰属がはっきり

しない個人 にとって、国家 とはどのような存在

であ り、彼 らとどのような関係性 にあるのか。

　 こうした問いをひとつひとつ解明する ことを

通 じて、グローバル化 時代の トランスナシ ョナ

ルなアイデンティティのあり方について考察す

ることが、このプロジェク トの目的である。



「耳寄 り情報　身分証のない人でも中国パスポー ト申請

できます。電話でこ連絡 ください」という広告。(ニュ
ーヨークにて) 日本に在住する無国籍者にとって 「パスポー ト」代わりとなる再入国許可証。

越境者とともに移り変わるフィール ド

　 私が対象 としているディアスポラや無国籍者

たちは、移住先国のマイノリティとして位置づ

けられてきた。そして彼 らは、移民と して国家

のマジョリティである国民とは区別された。国

家 は、国境 によって区画された領土に規制を力口

え、国民 には国籍 を与えることで権利と義務 、

そ して帰属意識を保持させた。一方、移民に対

しては、法的、社会的なボーダーを定めること

によって、彼 らを規制 ・管理 した。

　研究 においても、これまで、移民という現象

は、受入社会における移住者の新 しい社会的 ・

文化的環境への適応の問題として取 り組 まれて

きた。そして人類学者の研究対象は伝統的な共

同体 が中心であり、移住者の母社会である伝統

社会 の研究 か ら出発 する ことが常態だ った。

(前川2004)し かし、人の移動の激 しいこの

グローバル化 時代 において、人の動きはかつて

のよ うに、伝統社会から受け入れ社会への一方

向ではなくなり、複雑化 している。移住先 との

関係も、かつての移民集団と比べると契約的な

ものにな ってきている。つまり、一つの目的地

に移住 したとしても、それは暫時的な移住であ

り、その地 に骨を埋める形で移住 するとい うも

のではない。いったん移民権 を取得 しても、一

定の貯金をためるなど目的を達成すると、また

移住元 に戻って生活 したり、状況の変化 によっ

ては新 しい目的地へ移動するとい った形態の移

住 を している。いうな らば、現代の移住者 は、

一定の場所に定着するというよりも、複数の地

域 を往復 し、または新 しい地へ移動 しつづける

のが特徴 である。よって、これまでの人類学者

が行ってきた、特定の地域を長期間調査するよ

うな固定的なフィール ドワークとは違 い、越境

する研究対象の営みを追 って、フィール ドを変

えることもあれば、複数の社会をフィール ドと

するなど、新 しい研究手法が求められている。

地球市民の先駆か、世界の孤児か

　 ディアスポラや無国籍者を、一国家のメンバ

ーとして認識することは難 しい。

　 とくに無国籍者は、人の国際移動が増えるな

か、各国の国籍法の相違 や国際関係の変動の

結果、 どの国 か らも市民権 を与え られず にい

「日本人男性と結婚すれば、すぐ日本国籍がとれるの?」 と問いかける越境者たち。

(ニューヨークにて)

る。UNHCR(国 際連合

難民 高等 弁務 官事務 所)

は、無国籍者は世界 に数

百万人 いる と推測 し、彼

らの地位 と権利を守る こ

とを急務 と して いる が、

国が作る法の隙間か らこ

ぼれ落ちたこれ らの無国

籍者は、国家の保護もな

く、移動の自由や法的権

利が享受できないまま生

きている。

　 しか し反面で、彼 らが

国家の権益を守るという

義務を負 っていないこと

も事実である。国の利益を守る ことは、場合に

よっては、エゴのむき出 しとなり、国家 間の衝

突 や破壊 につながることも忘れてはならない。

たとえば、国民である人たちは戦争などが起き

れば、それに加担することになる。

　 国家の矛盾や限界を体感 してきたディアスポ

ラや無国籍者 は、国家の枠組みを超えた視点で

世界を見 つめることができる人々なのかもしれ

ない。彼 らをマイノリティと して、国家の中の

問題と して埋没 させるのではなく、そこに秘め

られた世界観 を見ることで、 グローバル化する

現代社会 に生きる人のあるべき姿 を見出せるか

も しれない。

　彼 らが持つアイデンティテ ィを見つめること

を通 し、彼 らが地球市民の先駆であるか、それ

とも、国家のはざまで苦悩する世界の孤児であ

るのか、その可能性と限界を明 らかに していき

たいと思 っている。
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